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会  議  録 

会議の名称 令和６年度 第２回坂戸市立図書館協議会 

開催日時 
令和６年１０月２４日（木） 

午後３時３１分 開会  午後４時３１分 閉会 

開催場所 坂戸市立中央図書館 ２階 視聴覚室 

議長（委員長・会長）の

氏名 
委員長 石橋 妙子 

出席者（委員）の氏名・

出席者数 

服部 菜々子  石橋 妙子  市川 なお美 

高山 かつ子  鴨 由美    

関口 千登世  髙橋 好次郎           ７名 

欠席者（委員）の氏名・

欠席者数 
谷口 義明  貝瀬 由己子 

事務局職員の職・氏名 
館長 小林 幸子  課長補佐 植木 昌美  主任 金子 芳広 

主任 久保 彰子                 ４名 

会 議 次 第 

１ 開会 

２ 委員長挨拶 

３ 報告事項 

（１）令和６年度第２四半期利用状況について 

（２）令和６年度第２四半期実施事業報告について 

（３）令和６年度第３四半期実施予定事業について 

４ その他 

５ 閉会 

配布資料 

【事前配布】 

・令和６年度第２回坂戸市立図書館協議会次第 

・令和６年度第２回坂戸市立図書館協議会資料 

・令和６年度第２回坂戸市立図書館協議会資料の概要 

 

【当日配付】 

・坂戸市立図書館協議会委員名簿 

・秋の図書館まつり 

・図書館だより（第 210号） 
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会  議  録 

 議  事  の  経  過 

発 言 者 議題・発言内容・決定事項 

事務局 

 

 

 

委員長 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

委員 

 

委員長 

 

事務局 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

委員 

 

 

委員長 

 

委員 

１ 開会 

出席者７名。図書館協議会運営規則第４条第１項の規定により過半数に

達しているため、会議の成立を報告する。 

 

２ 挨拶 

 

３ 報告事項 

（１）令和６年度第２四半期利用状況について 

 

事務局説明 

 

意見、質問を求める。 

 

意見、質問なし 

 

（２）令和６年度第２四半期実施事業報告について 

 

事務局説明 

 

意見、質問を求める。 

 

 手作り絵本製本教室で作成した作品を持参したのでご覧いただきたい。

子どもたちの作品は、それぞれ持ち帰ってしまうので見ることができな

い。何処かで発表の機会があるといい。 

 

 製本した本を借り何処かで展示できたらいいと思う。 

 

 大事なものなので展示した場合、扱いが難しい。 

 

講座の募集の前に、完成品はこのような作品になる、と言った宣伝をし

ても良いのではないか。 

 

 作品のテーマはどのようなものがあったのか。 

 

 飼っている動物や蟻の巣を図鑑のように描く子どももいたし、狸が好き
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事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

副委員長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

で、街にぞろぞろと冒険に行くといった作品もあり、自分で好きなものが

あるのは強いと感じた。 

 作品を図書館だよりで紹介してもよいのではないか。 

 

 皆様から色々と御意見をいただいた。事務局として検討させていただき

たい。 

 

 保育園の団体貸出が増えたというのは、広報した結果なのか。 

 

 保育園からの要望が増えたためである。 

 

 小さい子どもも本は好きである。幼児教育の観点からも保育園と連携を

取ったことは喜ばしいことである。是非継続していただきたい。保育園は

公立も市立も無認可の園もある。声掛けをしていったら、将来本好きの子

どもを増やすための根っこになるのではないか、と思うのでよろしくお願

いしたい。 

 

 公立も市立も要望さえあれば貸出しは可能であり、図書館としても団体

貸出についてＰＲは行っている。 

 

 以前は広報紙に推薦本として掲載していたかと思うが、今は掲載してい

ないのか。保育園への推薦本として掲載してもよいのではないか。 

 

 広報紙の最終ページに大人向け、子ども向けの図書案内を掲載中であ

る。 

 

 城西大学とのワークショップについて、本日配付いただいた城西大学水

田記念図書館報の中のアドバイザー通信にも掲載されている。これを見て

とてもよい企画だったと感じる。教員養成に携わった者として、このよう

な経験を積むと子どもに対する接し方や言葉等、将来教員を志す学生なら

いい機会になると思う。これは図書館にとっても学生にとってもよいこと

である。是非これからも続けていただきたい。 

 また、城西大学の先生からもこの件についてお話があれば聞かせて欲し

い。 

 

 昨年、初めて経験させていただき、その反省点を考えた。昨年は子ども

たちとコミュニケーションを取るのが大変だったため、今年はアイスブレ

イクの段階でお遊びを取り入れてみたことにより、早い段階で親しくなれ

たし、フルーツ名を用いたグループ名を使用したり、難しい言葉は使わな

い等、みんなで話し合い取り組んだ。今回は親御さんにもアンケートを取
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委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

副委員長 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

り、凄く良かった、という声を沢山いただいたので、これを励みに学生た

ちに来年もやらせていただけたら有難い。学部の違う学生たちが一緒に

色々と考えるいい機会となった。 

 

 子どもたちの自由研究のテーマもとてもユニークである。 

 

 学年も違うし、お子さんによっても全く違う。自分の興味のあるものを

見つけ、一緒に本を探す所までが一番大変であったようだ。 

 今回、図書館総合展が１１月５日～７日まで横浜で開催されるが、そち

らでポスターセッションがあり毎年参加している。昨年と今年にやったこ

ととその改善点を発表予定で、オンラインでも発表する。 

 

 今、お話があったように教育学部で例えば理科を選考している人と、理

科系の大学に行って教職を取ったというのは全然違い、勉強している内容

が違う。教育学部ではない学生が教職の免許を取る時に何週間かの教育実

習では足りないので、本当にいい計画であったと思う。 

 

 何でも経験することが大事である。例え失敗してもいい経験になり、次

に繋がる。 

 

 全国推薦は決まったのか。 

 

 昨日の審査会で決定した。 

 

 全国推薦する作品の研究テーマは何か。 

 

 最優秀賞に選ばれたのは、入西小学校５年児童の「暑いのいやだ！ ス

トップ 異常気象～どうして暑くなっていくの？～」であった。 

 

 今年の夏を象徴するテーマである。 

 

 本日ご出席の関口委員、高山委員、服部委員に御協力をいただき昨日審

査会を実施した。全部で５２作品の応募があり、そのうち１作品を全国コ

ンクールに推薦させていただく。他に、優秀賞、努力賞、ユニーク賞等を

決定した。 

 

 資料９ページ、団体貸出サービスの学校別というのは、学校の規模が大

きいと冊数が多いのか。 

 

 特に入西小学校は児童数が多いので冊数も多い。 
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委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

委員長 

 

事務局 

 

委員長 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

委員長 

 一学期に９６０冊を貸出し、二学期も継続しているため変わらず９６０

冊ということか。 

 

 同数で貸出をし、それを回収しまた貸出をしている。クラス毎に分けて

貸出しており、１クラス当たり３０冊から４０冊程度となっている。 

 

 学級文庫について、職員たちの声として、比較的に表紙が新しかったり

すると、子どもがよく手に取っている印象で、古めの本は手に取り難いよ

うである。二学期お借りした本は、比較的新しい本が多く子どもたちがよ

く読んでいる印象であった。 

 

 夜のおはなし会はどのような内容であったのか。 

 

 ストリーテリングをメインに「三匹の子ブタ」、「茂吉のねこ」等の内容

であった。毎年、カウンターの所に暗幕を張ってもらい、そこにコウモリ

等少し怖い雰囲気になるように折り紙を貼り付け、終了後に持ち帰っても

らっている。子どもたちに大変好評である。 

 

 対象が小学生以上となっているが。 

 

 小学４年生くらいまでかと思う。本当は小さい子どもを対象としたいと

ころだが、夜の開催で保護者が一緒でも危険予測が付かないため、対象と

するのは難しい。 

 

意見、質問を求める。 

 

意見、質問なし 

 

（３）令和６年度第３四半期実施予定事業について 

 

事務局説明 

 

意見、質問を求める。 

 

 科学あそび教室の参加者数は。 

  

 午前の部が９名、午後の部が１１名、合計２０名のお子さんに参加いた

だいた。 

  

 ボランティアスキルアップ研修会「わらべうた講座」の講師は坂戸のグ
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事務局 

 

委員 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

ループの方か。 

 

 小川町立図書館で活動されているグループである。 

 

図書館で講師の先生を見つけてくれ、色々な先生に来ていただいている

ので有難い。講師によって違いがある。合う合わないもあるため、そのよ

うな意味でも色々な講師が来てくださると勉強になる。これはボランティ

アにとってとても大切なことである。 

 

他に何かあるか。 

無ければ、（４）その他について 

 委員から何かあるか。 

 

 ◆ 城西大学からの提供資料 

・城西大学水田記念図書館報「Book Mark」vol.175 

・2024城西大学地域連携活動 発表会 報告展 

・ビブリオバトル 2024㏌高麗祭 

・第 13回地域相互協力図書館合同主催公開講座「漢方薬で使われる薬

草～かぜ症候群に使われる葛根湯など～」 

 

 事務局からは何かあるか。 

 

 一つ目は、本日ご出席の鴨委員が、本協議会委員の在職年数が１２年に

達したということで、坂戸市表彰規則及び坂戸市感謝状贈呈要綱に基づき

表彰を受けられた。 

二つ目は、懸案となっていた図書館だよりを発行した。図書館職員で意

見を出し合い、公民館だより作成のノウハウを持った職員が中心となりま

とめ上げ発行することが出来た。年２回の発行を予定している。 

 

ボランティアは入れず、職員で作っていくということか。 

 

その予定である。 

 

三つ目は、お手元にチラシを配付させていただいているが、１１月１６

日（土）午前９時半から午後２時まで、秋の図書館まつりを開催する。春

の時も大分賑わっていたが、今回も多くの方に来館いただきたい。皆様方

もお時間がありましたら足を運んでいただけたらと思う。 

 四つ目は、図書館２階学習室の座席数について、２６席で運用してきた

が、利用者からの要望を受け、利用希望者が２６席を超えた場合で、会議

室の予定が入っておらず、会議室を学習室として利用したい、と希望され
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委員長 

 

副委員長 

 

事務局 

た方に限り８席の座席を新たに用意した。ここのところ、テスト期間中と

いうこともあり、学習室が満席になることが多いため、新たに用意した会

議室についても、順調に稼働している。現在、高校生がテスト期間中とい

うことで、利用される方が多い状況である。 

 最後になるが、今月２７日（日）に衆議院議員選挙等が行われるため、

大家・勝呂分館、城山分室については休館となる。ポスターの掲示や市・

図書館それぞれのホームページで周知している。 

 

 他になければ、これで議事を終了とする。 

 

副委員長挨拶 

 

６ 閉会 

 

 

※第３回の協議会は、１月下旬に開催予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


